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既設炉の小スペースに設置するため、溶融炉心を受け止める天板と冷却チャンネルが水平な薄型のコア

キャッチャーを開発する。流路長 3.5mの実長模擬試験体を用い、冷却性能を試験により確認した。 
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1. 緒言 

薄型コアキャッチャー(図 1)では、全高を抑えるために水平矩形冷却チ

ャンネルを採用している。水平な冷却チャンネルは傾斜がある場合に比べ

てボイドが抜けにくく自然循環流量が減少するため、フィンを設置して伝

熱面積を増加させ熱交換性能を上げている(図 2)。給水流路側に熱を通さ

ないようフィン先端は冷却流路底面から離れているため、冷却流路下部に

はフィンがない空間もあり、このような複雑流路の二相流の伝熱特性は知

見がない。そこで、上面加熱のフィン付矩形流路を一部模擬した試験体を

用いて冷却性能を試験により確認した。 

2. 試験装置および試験方法 

試験ループは、RPV ペデスタル内半径 3.5m を模擬したフィン付矩形

流路の部分モデル試験体と、冷却水の平均密度差により自然循環力を生み

出す約 1mのダウンカマおよびライザで構成され、溶融炉心からの熱流束

はヒータで模擬した(図 3)。W110mm×H47mm の矩形流路断面にはφ

20mm、長さ 39mm のフィンが 30mm ピッチで 3本×114列設置されて

いる。溶融炉心の熱流束を包含する 250kW/m2 以下の範囲でヒータ出力

をパラメータとした試験を行い、自然循環流量、フィン付流路の圧力損失、

流路出入り口の流体温度、フィン表面温度分布などを取得した。 

3. 試験結果 

試験では、熱流束を段階的に大きくしていくと 50kW/m
2 のとき、自然

循環流束が最大 230kg/m
2
s に達した(図 4)。さらに熱流束を大きくすると

自然循環流束は減少傾向に転じたが、250kW/m
2のときでも 150 kg/m

2
sが

確保された。熱流束が増加し徐々にボイド発生量も増加すると、ダウンカ

マとライザ間の平均密度差が顕著になり自然循環の駆動力が増す一方で、

フィン付流路における二相圧損も大きくなるため自然循環流束がピーク

を持つ傾向になると考えられる。なお、フィン表面最高温度は 250kW/m
2

のときを除くとほぼ水の飽和温度に維持された。250kW/m
2 では後流側の

フィンが 270℃まで上昇したが、銅フィンの融点(約 1080℃)に対して十分

な余裕があり構造的に問題はなかった。 

4. 結論 

250kW/m
2 以下の範囲では自然循環流の発生により薄型コアキャッチャ

ー冷却流路が融点以下に冷却保持された。これにより、本システムで溶融

炉心の熱量を除熱できる目途を得た。 
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図 2 フィン付冷却流路 

図 1 薄型コアキャッチャー 

図 4 試験結果 

図 3 試験ループ 
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